




Comparative study for classification of disposition type on Anthroposophy 
Nursing and Coaching 







Abstract Attitude for understanding men and taking good care of communication is to be 
taken seriously in a field of nursing and present general society. That time. classification of 
disposition type is one method of understanding methods for th巴 otherparty and oneself. In 
this study. it is done mainly that four classifications of disposition types using Anthroposophy 
Nursing is compared with four classifications of disposition types using in coaching for medical 
and nursing fields. And further. the application of classification of disposition type for nursing is 
studied. 
Key word:アントロポゾフィー看護 (AnthroposophyNursing). コーチング (Coaching).気質






























































































アン トロ ポゾフィ ー看護とコーチングでの気質タイプ分類の比 jl史研究
ただしその観察法については詳細には記され として分ける。 これらを「コン トロ ー ラー」
ていない。 Iプ ロモーターJIアナライザーJIサボータ
柳樽 (2008)2)は.保健指導に用いるコ ー チ ー」と私する。 凹つのタ イ プの特徴を行動の傾
ングの中の気質タイプ分頒として行動パタ一 向 ，自己表現の特徴，強み， 弱み， 動機づけと





自分の患 い通 りに物事を -ー ! 好奇心旺盛で
感進めたがる じ i エネルギツシュ じ 感
情 ・ -'， t筒事担 "，^.~ ，-".-一 : 
宅 骨網開同開・幽帽圃・・"輔・"・・"・"・ m 綱同・網"・・・・十・・・・ H ・・・・・・・・・・"・・・輔剛・耐欄・・附・・・+言1.伶 .
拝 。鵬 タイプ 討 j G安定 タイプ ;¥， ~~~ t ま
い 多くの情報を集めてから 一一 ・ 人間関係を大事にし




表 1. [コーチン グ] 四つのタイプの特徴 行動の傾向 ・自己表現の特徴 ・強み・弱み ・動機づけ
コントローコー プロモーター アナフイザー サオてーター
行動的でエネル アイデアが豊富 宮十画的でf真重 人に援助をするこ
語習
ヰfッシュ 宇土;.<:e勺 客観的で冷静 とを好む
スピー ドが速い 言舌好きで楽しい人 真面白で頑固 t筋E周f主主がi葛し、
率直で単刀直入 変化を好む 納得すると粘り強 人の感情に敏感
く続ける 人間関係を監視
完全主義者
ス トレート芯物言 表情が豊か 論理的な話し方 受容的泡:態度と密
し、 身振り 手振りが モノトー ンな表情 葉
「ーすべきJf-の 多い と話し方 ゆったりと した口
はす」という言葉 早口でおしゃべり 雷葉をi翠び悦箆 に Z周
が多し、 好き 言舌す 韮葺慮深い
裳々とした表 情や 「すごい !J fう メモ上手 メモ魔 f- し ていいつJ
態度 そ IJ 主主ど感嘆符 感情表現は不得意 と同意を求める
威圧的な印重量 が多い ク ル主主印象 やさしく穏やか
オーブン忽印象
目標への集中力 人かう皇子力、才1る 冷静な判断力 安心感を与える
確聞たる信念 臨機応変で柔軟 論理的ー数理的な 気配り
強み
リスクを恐れえ互い 楽しく前向き 思考 人間関係づくり
強い I_) ダーシッ 創造力盤か 忍 耐 プコ 持久力 相手の感情抱鑓
プ 堅実で確実 悶き上手
結果を出す 精度を高める
独断と偏見をもち しゃべりすぎて人 頭でっかちになる 優柔不断
吋う宝rし、 の苦舌を聞かなし、 とっつきに くい 人の目を気 にする
反1GB三白勺 地道なことが苦手 決断や行動がi虚し、 妥 協しすぎる





権限 楽しさ ー情報の提供 周りわ、らの承認
ー率直 e 菊干ししリ葉拶立 十分な日寺問 守安心できる人間関






































胆汁質 多血質 憂うつ質 粘液質
正義感が強く、好きkIft ユーモアがあって、明 考えることが好きで、物 いつも穏やかで、もの静
し、が激しい。 るく、いつもほがらか 事の深い意味を知りた か、激することがない。
意志を強く、自己主張 な雰囲気。 いと思っている。 のんびりしていて、マイ
がはっきりしている。 飛び跳ねるように歩 集中力にたけ、根気強 ベー ス。
自分の能力が認めら く。 く、献身的に物事に没頭 待つことが得意。
れると、行動力集中力 まわりに対して常に することができる。 1人でいるのが好き。
を発陣し、難しい課題 開放的。 思い込むとなヵ、なか考 友達を作りにくいが、で
を与えると奮起して 好奇心が強く、何にで え方を変えることがで き友達には忠実。
全 クリアする。 も関心を持つ。 きないことがある。 1の事を始めると、最後
体
失敗を恐れず、失敗し 人間が大好きで、えり 自分に深い関心を持つ までずっと続ける。
ても余百十に燃える。 好みしない。誰でも好 ているので、人とたやす 人から言われたことは正
的 「攻撃」は「試練」だ きになり、百佐泊、らも女子 く関わることができな 確に行う。
特 と思い込んでいる。 かれる。 いところがある。 何ヵ、に取り組むH寺に、始
徴 決断力・行動力がある じっとしていること 何事に対しても冷静で めるのに時間がヵ、ヵ、る。
ので、集団の中ではリ が苦手。 慎重であるが、できる 食べること、寝ること、
ーダーシップを発事I 持続力、忍1M力、根気 と、確信し、一度心を決 休むことが好き。



























憂うつ質 粘液質 多血質 胆汁質
外
-痩せているが、骨格は -肉付きがよく、 1色が -均整のとれた体格。 1 -筋肉質のがっしりした
しっかりしている。顔色 よい。下に向由、って丸 色がよく、!j)Lがきれい。 体絡。
見 はあまり良くないことが みをおびた涙型の体弘 -踊るようにつまさき立 -動作は激しく、てきぱ
多い。前かがみで、とぽ . f，5.やかで、動きの少な って歩く。態度や言葉つ きしている。どしんどし
とぼした歩き方をし、切J い表情。ゆっくり、のん かいが生き生きとして んと躍で地面を蹴飛ば
動 作も話し方もゆっくりで びりした歩き方で、話す 明るい。眼差しは活発で すような歩き方をする。
作 i慎重。 テンポ、動作もゆっく よく動く。
り。
-探究心が強い。 -冷絡で 1つの事を長く -他人の考えをすぐに理 -把握力に優れていて、
-物事を注意深く、吟l床 持続して考えることが 解することができる。 物事をすばやく理解し、
，恩
してから受け取る。 できる。 -思いつきや怨像力が豊 l明日京な概念づけを行う
-独創性に徹しており、 -すぐに判断するのでは かであるが、徹底的に突 ことを好む。
考 想像力豊かであるが、そ なく、慎重に判断をす きつめる態度には不|向 -要するにこうなんだと




的であり、一見無関心の を爆発させることもな に関心を持ち、社交的。 怒りやすい。
ように見えるが、その内 く、感情が昂ったり、落 感情が刺激されやすく -決断力に富んでおり、
部に深い世界を担って ち込んだりすることが 快や不快、喜びゃ悲しみ 他人に対して、影響力を
感 いる。外的反応、は不活発 あまりない。何事があっ に敏感で5、活発な感情生
行使しやすい。いいカ、げ
だが、内的受容力が強 ても慌てず、滞ち着いて 活を '~;・んでいる。特に楽 んなことに我慢できな





-持続力があるが、生活 -いつもは柔軟だが、決 -いろいろなことに興味 -他人に対して権力的な
態度においては単調。 意すると頑なに押し通 をもつが、持続力に欠け 態度で臨みやすく、厳し
意 -目標を持ち、それに向 す傾向にある。繰り返し ていて中途で投げ出し い評価を他人に対して|
志 かつて努力する。



















































































































































憂うつ質 粘液質 多血質 胆汁質
元素 地 水 }!f¥ 火
体 物質体 生命体 感党{本 自覚体
色 育(補色はオレンジ色) 緑(おIi色は赤) 黄(補色は紫) 赤(補色は緑)
得意 誠実であること、堅実 おだやかでγ{ゆ、にして 想像力豊かで多くの 目的思考型の出力















































l の旨を$前に伝える | 
l・資料・デ~:Jの活用により説得力のある鋭|





































































































危険 胆汁質 多血質 憂うつ質 粘液質性
短気、 落ち着きのなさ 意気消沈 1!¥W，J心
かんしゃくもち
大 暴力 精神の鉛乱 うつ病 無気力
Imi十質は理性を失い、 自分をコントロールし 憂うつ質が偏ると、自分の 粘液質が偏ると、いつま
怒りを爆発させてし にくく、印象にjie右され 内面に立ちのぼる暗い気 でもただのんびりして、
まうことがある。怒っ やすい。多[f[L質が柿i蛾iに 分を乗り越えられなくな 周りの事に{可も興味を
ている最中の胆汁質 なると、何にでも問小L、を る可能性がある。憂うつ質 持てなくなってしま泊、
を止めることはでき もち、すぐに新しいもの の人は、内側へ向カ巾、やす もしれない。その無関心
全 ない。 IJ旦汁質の爆発は に飛びっくものの三日 く、常に深く考え、i'1分の がひどくなると無気力
体 昨日:Jと共に落ち着く。 ぼうずで、しかけたもの 事に悶執しやすいので、い に1(1ることもある。しカ、
的
そして、自分の行為を を長後までやり遂げず つも自分が犠牲者になっ し、食べる事への興味は
後悔して、謝りたいと 放り山してしまう。全く たような気がして、 l人で なくならず、危険性が培
な 思う。しかし、翌日に F存ち平fきがなく、いつも 傷ついてしまうこともあ えるにしたがって、食べ
危 は爆発したこともす そわそわ移り気になる。 る。すべてを否定的に捉 るli¥も増えていく傾向
険 つ泊、り忘れてしまっ 本当に理解し、心から支 え、悲観的になりやすくな がある。その結果太り過
性
ていることもある。1Je_ え、現実感を取り戻せる ったり、何をしてもまわり ぎてしまい、今度はその
f卜質の人は人間関係 ように、腕身になって手 から責められるような気 体型のために余計に「無
で問題を起こしやす 助けしてくオ1る人が似IJ がして、すぐに自分の殻に IM.J心Jr無気力Jに陥っ
いということを自覚 にいなし、以合、心のより 閉じこもってしまったり たりして 深刻な悪循

























































































































1;多血質の人とつきあう|憂うつ質の人とつきあ|粘液質の人とつきあう胆汁質の人とつきあう時 I~JllL ~v/./， <- _-" C (YJ ./ I :2R:.- ~ .;~V.//.... c. _" C O() I 
l時に知っておきたいこ|う時に知っておきたし、|時に知っておきたいこに知っておきたいこと 1.Jl'--^...._， .."'...c I'-V '-- I _""'JI'-^ '"'-_' .."'-.Jc I，-V I 
と |こと !と
??????????。、?????、?


























































粘液質はlIil汁質と正反対 穏やかで落ち着いた粘 憂うつ質と粘液質は、他 粘液質どうしの組み介
あ であるために、自分にも i夜質は、多恥質にとって の気質との組み合わせ わせは、 2人とも穏や治、
な つてない商をもっている は安らげる相手である。 程、極端な違いがなく、 な性格で喧嘩もなく、優
た ということで、胆汁質か お互い干渉も批判lもし 穏やかな関係が築ける。 しい関係を築いていけ
古宮 ら好かれる気質である。 ない寛符さを持ってい 憂うつ質、粘液質とも、 る。しかし、お互い受身
粘 胆汁質の爆発にも慣れて る。粘i佼.質は多rflL質が輿 よく動くタイプではな で何に対しでも興味を
液 しまい、感情的に振舞わ 味を持っていることに いので、一緒に散歩をし 示さない状態が加速度
質 ないのが、粘液質だが、 できるだけ付き介い、一 たりスポーツを楽しん 的に増す危険がある。お
の そのことでも胆汁質の反 緒に体験するとよい。 だりすると調和のとれ 互いに興味の幅を広げ、







胆汁質 多血質 憂うつ質 粘液質
胆汁質の子どもには 多血質の子どもは、まわ 憂うつ質の子どもは、者 粘液質の子どもは、物には
競争、ライノtノレは心の りの環境があまりに退屈 しむ事のできる能力を持 興味を持ちにくいが、人に
糧になる。個人の価値 でさえなければ、いつも っている。その苦しみは は興味を持ちやすい。他の
を尊重することが重 楽しく過ごすことがで 彼の奥深くにあり、取り 人々と、できるかぎり数多
要。子どものやってい き、すくすくと成長して 除く事はできない。自分 し、興味を共に体験するこ
ることに注目し、関心 し、く。気まずい雰開気、 の悩みに縛られて、自分 とによって、粘液質の子ど
を示すことが大切。困 怒り、憎しみ、暴力、争 で自分を動けなくしてし もは、教育されてし、く。ま
難が必要で、簡単な課 いは、多血質の子どもの まうことがある。安易な わりの子ども達が持って
題を与えると自信過剰 生き生きとした生命力を 励ましの言葉はプラスに いる興味に対して興味を
子 になってしまう。その 損なう可能性が高くな は働かず、却って、苦し 示すようになり、まるで奇
ど 子どもが尊敬する大人 る。充分体を動かすこと みが深まってしまうこと 跡でも起きるように、他の
も がし、ることが必要で、 ができ、ほがらかになれ もある。憂うつ質の子ど 子ども達が持っている興
の それで・自制が働く。 ijj_ る状況は多血質の子ど もの苦しみに耳を{頃け、 l味が、粘液質の子どもの輿
特
f十質の子どもはエネル もたちにとってはとって 理解し、その苦しみから l味を引き出し、目覚めさせ
ギーをもてあましてい も良い状況となる。 脱け出す手助けをすると ることもあるロ粘液質の子
徴 る。一緒に怒りとして 掛け算と相性が合う。 良い。憂うつ質の子が他 どもには、多くの遊び友達
エネルギーを爆発させ J及う楽器は木管楽器がよ の子どもを助けられるよ がいると良い。
るのではなく、そのエ い。メロディ体験をさせ うになると、自分の殻に 足し算と相性が介う。






子どものやっているこ 多nl質の子どもには誰か 憂うつ質の子どもは、心 粘液質の子どもはのんび
とに注目し、関心を示 への愛が必要。誰泊、への 身のl援均、さを必要として りし過ぎるところがある
すことが大切。簡単な 愛という回り道をして、 いる。大人は人生の苦悩 ので、時にはのんびりした
課題を与えると自信過 長続きする興味が多Ifn.質 を背負う人間として、み 心地よい状態がいつまで
剰になってしまうの の子どもに現れる。愛が ずからの苦しみへの対処 も続かないようにし、のん
で、少しハード‘ルの高 魔法の力となる。多Ifl質 を、その子に言吾るように びりしていられない状況
し、課題を与えることが の子どもに愛を目覚めさ するとよい。大人が辛い を作り、自分から何かをし
必要。その子どもが尊 せるために、いろいろな 試練の経験に基づいて、 ないといけないようにし
敬する大人がいること ことを行うことが大切。 行動したり話したりして むける工夫が必要な時も
が必要で、それで自制 ，j主か大切な人のためにつ いることを分からせてあ ある。日々の生活の中に新
子 が働く。一緒に胆汁質 くしたいと思う事によっ げると良い。人生の苦し しい変化を加え、新たな状
どになり、自己コントロ て、自分から興味を見出 みを乗り越え、立派に生 況を作るようにするとよ
ールをき方、せ、真剣に すことができるように手 活している大人がいる事 し、
も 打ち込める何かをもっ 助けする。すると、その を知る体験は憂うつ質の 一緒に遊ぶ時に、少しテン
J、 ていることを示すとよ 後ゆっくりと恨気強さを 子どもには何ものにも泊、 ポを早めていくことが必要
の い。子どもに対して、 身につけていくようにな えがたい恵みである。 となる時もある。心の中で
接
大人はいろいろなこと る。 お話も悲話を選ぶなど、 はその子を強く意識しなが
ができること、そして、 特に関心を持った 1つの その子が持っている苦痛 らも、その子自身には、無
し互いにそれを認め合う 事に変化をつけながら、 を外的な生活のな方通で適 関心なふりをし、物事に輿
方 姿を見せるとよい。 それが持続できるように 切に体験させて、方向を 味を持つようにさせる工夫
胆汁質の子どもはエネ する。または、子どもが 変えるようにするとよ をすることが効果的なこと
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ルギーをもてあまして 興味を持つ、様々なもの い。憂うつ質の子どもを もある。朝はできるだけ早
し、るが一緒に怒りとし を与え、そしてそれを取 娯楽で楽しませようとす く起こすようにして、ゆっ
てエネルギーを爆発さ り上げて、子どもが再び ると失敗してしまう方、も くり準備ができるようにし
せるのではなく、その 欲しがるようにする。そ しれない。脊痛を全くな てあげると良い。早朝の手






胆汁質 多血質 憂うつ質 粘液質
親・教師が胆汁質に偏 大人が多血質すぎる J:s 大人が憂うつ質すぎる場 大人が粘液質すぎる場合、
大 っている場合、子ども 合、その周りにいる子ど 合、子どもとの関係を築 子どもにおおらヵ、に接す
人 は血液循潔に障害をき もは方向が定まりにくく くことができにくくな ることができる半而、無関
〆、 たすことがある。 なり、意志・忍耐力を5rti り、子どもは感情が抑圧 心と思われる行動となる
の
子どもを驚かせるよう くもつことが難しく、汀{ され、その結果として子 ことがある。
な言語坊を繰り返すと、 力が減少してくる可能性 どもの心が冷えてしまい
注 子どもは不安になり、 がある。 呼吸器や，心臓を病む事が
意 虐げられていると感じ ある。
る。
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